
 

 

 

保育者もともに避難訓練 

センター長 井 川  健  

幼児センターでは避難訓練を毎月実施しています。目的として、「子どもたちが安全に避難

する方法を身に付けること」を最も大切にしています。併せて「保育者（先生方）がいざとい

う時にきちんと対応できるかを検証する」ということも大切だと考えています。 

そこで、８月２６日（火）に行った避難訓練では、「もし、裸足の保育をしているときに火

事が起きてしまったら」という設定にしてみました。裸足の保育の時には各遊戯室での活動

をしている組が多くなります。この時は、幼稚部では普段履いている上靴の中に（持ち物が

迷子にならないために）靴下を押し込んだ状態で保育室の中に並べて置いています。 

外へ逃げる時、裸足のままでは足を怪我しやすく危険です。保育部は裸足のまま遊戯室に

お座りして保育者に上靴を履かせてもらっていました。幼稚部は遊戯室から保育室に戻り、

靴下を履かずに、上靴を直接履いて外へ逃げるという行動になりました。この日は雨が降っ

ていたため、グラウンドではなく保育部遊戯室までの避難訓練になりました。 

避難にかかった時間は約３分。はだしの保育の中でも、慌てずに行動することが重要であ

ることを確認しました。 

 さて、保護者アンケートの集計結果についてセンターだよりと共にお配りしました。アン

ケートへの回答と共に、ご意見ご感想をお寄せいただきました。今後の取組の参考とさせて

いただきます。内部検討し、今後のセンターの取り組み方について説明させていただきまし

た。文字が大変小さくなって読みづらくなってしまいましたが、ご容赦願います。内容をご

覧いただき、疑問に思ったことやお気づきの点等がございましたら、お伝え頂ければ幸いで

す。 

≪９月の行事予定≫       《１０月行事予定》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月５日 
認定こども園 
美深町幼児センター 

幼児センターだより 

変更になった行事や新しく加わった行事もありますので必ず確認してください。 

 
 
 

 

１日（水）美深中学校職場体験（４名）２日目 
 ３日（金）身体測定（りす・うさぎ組） 
８日（水）就学時健康診断（COM100）ぞう組 

１５日（水）～１６日（木）総練習 
１８日（土）第１８回 発表会 

（うさぎ、こあら、ぱんだ、 
きりん、ぞう組が参加します。） 

２０日（月）振替休業（１号認定） 
２１日（火）避難訓練 身体測定（こあら組） 
２２日（水）身体測定（ぱんだ組）・ＡＬＴ来園 
２３日（木）身体測定（きりん組） 
２４日（金）身体測定（ぞう組） 
２８日（火）誕生会 

※１０時から行いますので誕生児
の保護者の方はご参観ください。 

２９日（木）人形劇鑑賞会 
小中合同音楽発表会（ぞう組参加） 

 ２日（火）指導主事訪問（先生方の研修会） 

 ３日（水）バス遠足（ぱんだ・きりん・ぞう組） 

 ５日（金）美深高校職場体験受入れ（２名） 
１０日（水）交通安全教室 

１１日（木）ＡＬＴ来園 身体測定（りす・うさぎ組） 

１２日（金）身体測定（こあら組） 

１８日（木）美深中学校３年生との交流（ぞう組） 

１９日（木）避難訓練（美深高校合同） 

２４日（水）木育教室（ぞう組） 

２６日（金）誕生会  

※１０時から行いますので誕生児

の保護者の方はご参観ください。 

３０日（火）美深中学校職場体験（４名）１日目 



 

 

 
《り す 組》 ◎戸外活動を通して、秋の自然に触れられるようにしていきます。 

・戸外活動や散歩を通して、草花や虫などの自然に触れる機会を多く持てる 

ようにします。 

◎保育者や友だちとのかかわりを楽しめるようにします。 
・保育者も一緒に遊ぶ中で、友だちへの興味を持てるようにしていきます。 

 

《うさぎ組》  ◎秋の自然やいろいろな素材に触れながら、散歩や戸外遊びを楽しめるようにします。 

・草花や虫を探したり触れたりしながら、散歩や戸外遊びを 

楽しめるようにします。 

        ◎いろいろな遊びを通して、友だちや異年齢児とのかかわりを深め 

られるようにします。 

  ・友だちや異年齢児とかかわりながら遊べるような機会を作っていきます。 

 

《こあら組》 ◎保育者や友だちと一緒に、体を十分に動かして遊べるようにします。 

         ・運動遊びや集団遊びを通して、体を動かして遊ぶ楽しさを味わえるようにします。 

◎季節の変化を感じながら戸外活動を楽しめるようにします。 

・子どもたちの気付きや発見に共感したり、周りの子どもたちにも知らせ共有したり 

 できるようにします。 

 

《ぱんだ組》 ◎身近な自然に触れながら、季節の変化に気づけるようにします。 

・友だちと一緒に虫捕りや木の実拾いなどを楽しめるようにします。 
              ◎友だちと一緒に活動する中で、かかわりを深めていけるようにします。 

・友だちと同じ活動をすることの楽しさを味わえるようにします。 
              

《きりん組》  ◎友だちや異年齢児とかかわりながら、遊びを楽しめるようにします。 

・遊びの中で、自分の考えや思いを言葉にして伝えられるようにします。 

◎季節の変化に気付き、興味・関心が持てるようにします。 

・身近な自然物を、遊びの中に取り入れながら楽しめるようにします。 

 

《ぞ う 組》  ◎季節の変化や自然事象に興味・関心を持てるようにします。 

  ・季節の移り変わりを感じながら、調べたり身近な素材を取り入れたりして 

遊びを楽しめるようにします。 

      ◎友だちとのかかわりを深め、協力して遊びや活動を進める楽しさを味わえるようにし

ます。 

・いろいろな友だちの良さに気付き、協力して遊んだり、活動したりすることを楽し

めるようにします。 
・ 
  

９月保育のねらい 

生活目標 

『手洗い・うがいをしっかりしよう』 

10/18（土）発表会後

の土曜保育について

は、子どもたちの体調

を考慮し、お休みとさ

せていただきます。 

ご理解のほどよろし

くお願いします。 

 

 

８月２８日（木）、父母と先生の会の事

業で窓ふき清掃を実施いたしました。当日

は、７人の保護者の皆さんにお集まりいた

だきました。砂ぼこりで曇っていたお部屋

のガラス面が明るくなりました。ありがと

うございました。 

窓ふき清掃ありがとうございました 


